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黒
田
清
隆









の
伝
記
が
あ
れ
ば
、
だ
れ
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
東
大
史
料
編
纂
所
で
は
、
み
つ
か
ら
な
い
。

北
海
道
に
は
手
が
か
り
が
あ
ろ
う
か
と
お
も
っ
て
、
こ
の
小
文
を
思
い
た
っ
た
し
だ
い
で
あ
る
。

　
北
海
道
開
拓
次
官
と
な
っ
て
樺
太






に
発

つ
の
が
明
治
三
年
七
月
二
十
七
日
（
『
大
久
保
利
通
日
記
』
）
、
井

上
清
氏
の
労
作
『
日
本
の
軍
国
主
義
』
に
つ
ぎ
の
記
載
が
あ
る
。

　
「
政
府
は
七
〇
年
二
月
樺
太
開
拓
使
を
置
い
た
。
つ
い
で
五
月
に
黒
田
清
隆
を
開
拓
使
次
官
に
任
じ
樺
太
政

　
務
を
兼
摂
、
七
月
樺
太
に
出
張
し
て
露
国
士
官
と
協
議
さ
せ
た
。
そ
の
さ
い
黒
田
は
、
係
争
事
件
は
こ
と
ご

　
と
く
無
雑
作
に
譲
歩
し
て
し
ま
い
、
九
月
帰
京
す
る
や
〝
樺
太
ノ
経
略
、
断
然
之



ヲ
棄
テ
テ
魯

西

亜

ニ
附
シ
、

　
力
ヲ
無
用
之

地
ニ
労
セ
ズ
、
之



ヲ
上
策
ト
ス
。
タ
ト
ヒ
一
歩
ヲ
譲
ル
ト
雖





モ
経
略
ヲ
画
定
ス
、
之



ヲ
中
策
ト

　
ス
。
雑
居
ノ
旧
ニ
依
リ
機
ヲ
待
テ
断
然
之



ヲ
棄
ル
ヲ
下
策
ト
ス
〞
と
建
議
し
た
。
お
ど
ろ
く
ば
か
り
の
屈
服

　
で
あ
る
。
岡
本
や
丸
山
の
よ
う
な
攘
夷
家
が
、
か
か
る
長
官
を
い
た
だ
け
ば
憤
然
辞
退
す
る
の
は
当
然
だ

　
（
森
谷
秀
亮
氏
『
明
治
時
代
』
）
」
（
第
二
巻
、
三
四
頁
）
。

　
黒
田
が
八
月
久
春
古
丹









か
ら
大
久
保
利
通






に
出
し
た
書
簡
は
『
北
海
道
史
』
（
第
三
巻
）
に
あ
る
。
九
月
に

は
函

泊







、
遠
淵






の
首
長
と
会
っ
た
り
し
て
い
る
か
ら
、
帰
京
は
十
月
中
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
十
月
二
十
八

日
付
で
、
大
蔵
少
輔
伊
藤
博
文






が
幣
制
調
査
の
た
め
渡
米
し
た
い
と
い
う
建
白
を
出
し
、
同
十
月
三
日
許
可
さ

れ
、
十
一
月
二
日
横
浜
を
出
帆
し
て
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
る
。
黒
田
開
拓
使
次
官
が
北
海
道
開
拓
計
画
を
ア
メ
リ

カ
に
学
ぶ
た
め
伊
藤
の
あ
と
を
追
っ
て
渡
米
す
る
の
は
、
翌
明
治
四
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
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伊
藤
は
ず
っ
と
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
こ
の
年
五
月
九
日
帰
国
し
て
い
る
。
黒
田
の
ほ
う
は
、
農
務
長
官
ホ

ー
レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
の
召

聘







に
成
功
し
て
、
そ
の
足
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
一
ま
わ
り
し
て
四
年
六
月
に
帰
国
し

て
い
る
。
『
大
久
保
利
通
日
記
』
七
月
五
日
に
は
黒
田
の
名
が
出
て
い
る
か
ら
、
廃
藩
置
県
（
七
月
十
四
日
）

直
前
に
帰
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
西
園
寺
公
望











が
渡
仏
の
コ
ー
ス
を
ア
メ
リ
カ
経
由
に
し
て
、

横
浜
を
発
つ
の
が
伊
藤
よ
り
一
月
お
そ
い
明
治
三
年
十
二
月
三
日
で
、
四
年
一
月
十
四
日
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
に

謁
見
し
て
い
る
。

　
当
年
の
日
本
外
交
は
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
親
米
　
　
い
ま
ど
き
の
文
字
を
つ
か
え
ば
、
向
米
一
辺
倒
で
あ

っ
た
。

　
「
わ
が
当
局
も
ま
た
英
公
使
パ
ー
ク
ス
の
高
圧
的
な
態
度
に
不
快
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
討
伐
闘
争
い
ら
い

　
の
英
国
依
存
を
ア
メ
リ
カ
に
乗
換
え
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
井
上
氏
前
掲
、
四
〇
頁
）
。

　
問
題
は
い
つ
か
ら
乗
換
え
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
討
幕
薩
長
同
盟
い
ら
い
の
向
英
一
辺
倒
が
鋭
角
的
に
突
如
向
米
一
辺
倒
に
転
換
す
る
の
は
、
私
の
考
え
で
は
、

明
治
三
年
五
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
内
乱
が
終
っ
て
五
年
め
に
、
日
本
の
内
乱
が
終
っ
た
。
そ
の
明
治
二
年
正
月
と
と
も
に
、
日
本

の
鉄
道
利
権
を
め
ぐ
っ
て
、
猛
烈
な
米
英
抗
争
の
幕
が
き
っ
て
お
と
さ
れ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
領
事
館
書
記
官
Ａ
・
ボ
ル
ト
メ
ン
が
倒
壊
寸
前
の
徳
川
幕
府
当
局
か
ら
江
戸
横
浜
間
の
鉄
道
利
権

を
取
っ
た
日
付
は
慶
応
三
年
丁
卯





十
二
月
二
十
三
日
、
一
八
六
七
年
十
月
十
七
日
と
な
っ
て
い
る
（
こ
の
詳
細
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に
つ
い
て
は
井
上
清
『
明
治
維
新
』
三
四
六
　
三
四
八
頁
参
照
）
。
そ
の
再
確
認
を
、
ボ
ル
ト
メ
ン
か
ら
新
政

府
に
請
求
し
た
の
が
明
治
二
年
一
月
十
二
日
い
ら
い
の
こ
と
で
、
一
月
二
十
九
日
に
は
書
面
と
し
て
提
出
さ
れ

た
。
追
い
か
け
る
よ
う
に
二
月
九
日
付
で
、
神
戸
ア
メ
リ
カ
領
事
ロ
ビ
ネ
ッ
ト
の
名
で
神
戸
大
阪
間
鉄
道
布
設

願
書
を
大
阪
府
知
事
五
代
才
助









あ
て
に
提
出
し
た
の
は
、
新
政
府
が
向
英
一
辺
倒
で
、
そ
の
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ

リ
カ
の
日
本
利
権
を
じ
ゃ
ま
す
る
に
違
い
な
い
こ
と
を
、
見
こ
し
た
う
え
で
の
一
書
だ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

在
東
京
ア
メ
リ
カ
公
使
（
当
時
代
理
公
使
）
は
デ
・
ロ
ン
グ
。
イ
ギ
リ
ス
公
使
は
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
。

　
米
英
国
交
関
係
は
、
南
北
戦
争
い
ら
い
ひ
き
つ
づ
い
て
悪
化
し
て
い
る
。
戦
争
経
営
の
た
め
の
高
度
の
保
護

関
税
を
武
器
と
す
る
通
商
上
の
米
英
抗
争
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
ア
ラ
ス
カ
を
ロ

シ
ア
か
ら
買
収
し
た
よ
う
な
膨
脹
政
策
が
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
を
刺
激
す
る
の
は
、
カ
ナ
ダ
に
た
い
す
る
合
衆
国

の
食
指
の
う
ご
き
が
、
周
知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
せ
い
で
も
あ
る
。
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
の
対
外
政
策
は
、
対

英
強
硬
対
外
膨
脹
の
線
で
貫
か
れ
て
お
り
、
サ
ン
・
ド
ミ
ン
ゴ
島
の
合
併
条
約
も
、
ハ
ワ
イ
と
の
関
税
協
定
も

そ
の
線
上
に
あ
っ
た
。
国
会
は
こ
の
二
条
約
を
否
決
し
、
ア
ラ
ス
カ
の
買
収
も
今
後
は
も
う
領
土
買
収
を
し
な

い
と
い
う
条
件
付
で
承
認
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
国
会
の
動
き
を
過
大
に
評
価
し
て
、
当
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
対
外
政
策
を
「
平
和
的
」
と
規
定
し
去
る
こ
と
は
誤
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
て
い
わ
ゆ
る
「
ア
ラ

バ
マ
号
」
問
題
は
、
し
ば
し
ば
英
米
国
交
の
危
機
を
も
た
ら
し
た
。

「
ア
ラ
バ
マ
号
事
件
」
と
い
う
の
は
、
こ
う
で
あ
る
。
一
八
六
一
年
四
月
南
北
戦
争
が
勃
発
す
る
や
、
リ
ン
カ

ー
ン
大
統
領
は
、
た
だ
ち
に
南
部
諸
港
の
封
鎖
を
宣
言
し
た
（
四
月
十
九
日
）
、
こ
れ
に
た
い
し
南
部
政
府
は
、
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英
国
に
設
け
た
代
表
部
で
購
入
し
た
武
器
を
バ
ハ
マ
ス
ま
で
普
通
の
商
船
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
武
器
運
送
専
用

の
高
速
蒸
汽
船
に
積
み
か
え
、
つ
よ
く
な
か
っ
た
北
軍
封
鎖
線
を
突
破
し
て
も
ち
こ
ん
だ
ば
か
り
で
な
く
、
や

が
て
北
軍
船
舶
を
拿

捕

す
る
た
め
の
巡
洋
艦
の
建
造
を
英
国
商
社
に
発
注
し
た
。
ア
ラ
バ
マ
号
は
そ
の
一
隻
で
、

「
二
九
〇
号
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

　
一
八
六
二
年
六
月
、
英
国
の
バ
ー
ク
ン
ヘ
ッ
ド
の
レ
イ
ヤ
ー
ド
造
船
所
で
建
造
中
の
ア
ラ
バ
マ
号
は
完
成
に

ち
か
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
が
軍
艦
で
あ
る
こ
と
も
明
白
に
な
っ
た
の
で
、
米
国
公
使
ア
ダ
ム
ス
は
英
外
相
ラ
ッ

セ
ル
伯
に
た
い
し
て
、
ア
ラ
バ
マ
号
の
用
途
を
公
文
書
を
も
っ
て
指
摘
し
、
建
艦
の
中
止
を
要
求
し
た
。
さ
ら

に
七
月
二
十
一
日
、
二
十
三
日
に
は
明
確
な
証
拠
を
付
加
し
た
の
で
、
英
国
法
官
も
こ
の
通
告
が
事
実
で
あ
る

な
ら
ば
同
艦
は
差
押
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
政
府
に
勧
告
し
た
が
、
そ
の
任
に
あ
た
る
べ
き
関
税
委
員
会
は
な

ぜ
か
動
か
ず
、
右
勧
告
書
類
も
女
王
の
法
律
顧
問
官
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
手
も
と
に
「
あ
る
不
明
確
な

理
由
」
で
七
月
二
十
九
日
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
る
あ
い
だ
に
、
七
月
二
十
八
日
午
後
同
艦
は
港
を
出
て
し
ま
い
、

拘
束
命
令
書
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
に
は
姿
を
消
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
同
艦
は
そ
の
後
ア
ゾ
レ
ス
に
回
航
し
、
そ
こ
で
リ
バ
プ
ー
ル
か
ら
来
航
し
た
二
隻
の
英
船
に
よ
っ
て
武
器
を

供
給
さ
れ
た
。
同
艦
の
乗
組
員
は
大
部
分
イ
ギ
リ
ス
水
兵
か
ら
成
り
、
セ
ム
ス
艦
長
は
南
部
連
合
政
府
の
命
令

で
同
艦
を
指
揮
し
た
。

　
英
国
製
軍
艦
に
よ
っ
て
沈
め
ら
れ
た
北
部
の
船
舶
は
、
拿
捕
を
含
め
て
二
〇
〇
隻
を
こ
え
る
が
、
ア
ラ
バ
マ

号
は
一
八
六
四
年
六
月
十
九
日
に
沈
め
ら
れ
る
ま
で
の
二
二
カ
月
間
に
六
〇
隻
を
犠
牲
に
し
て
、
最
大
の
損
害
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を
与
え
た
。
南
北
戦
争
の
結
果
の
一
つ
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
商
船
業
の
絶
望
的
な
後
退
は
、
大
半
ア
ラ
バ
マ
号
の

大
あ
ば
れ
の
せ
い
と
さ
れ
た
。
一
八
六
三
年
九
月
に
は
な
お
二
隻
の
装
甲
艦
が
英
国
で
建
造
中
で
あ
っ
た
が
、

米
国
が
戦
意
を
あ
ら
わ
に
し
て
激
し
く
抗
議
し
た
こ
と
と
、
英
国
も
も
は
や
南
部
の
勝
利
に
望
み
を
失
っ
た
こ

と
で
、
そ
の
建
造
が
つ
い
に
中
止
さ
れ
た
。

　
内
乱
終
了
後
ア
メ
リ
カ
は
、
ア
ラ
バ
マ
、
フ
ロ
リ
ダ
、
シ
ュ
ナ
ン
ド
ー
な
ど
諸
艦
を
建
造
し
た
英
国
の
中
立

侵
犯
に
関
し
て
、
そ
の
他
の
抗
議
に
合
せ
て
損
害
賠
償
を
要
求
し
た
。
こ
の
交
渉
は
そ
の
後
数
年
に
わ
た
っ
て

米
英
両
国
政
府
の
あ
い
だ
で
つ
づ
け
ら
れ
た
あ
げ
く
、
一
八
六
九
年
一
月
十
四
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＝
ク
ラ
レ
ン

ド
ン
条
約
の
調
印
を
見
る
に
い
た
っ
た
が
、
こ
の
条
約
が
か
ん
じ
ん
の
ア
ラ
バ
マ
号
問
題
を
ま
っ
た
く
無
視
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
や
、
が
ぜ
ん
米
国
の
輿
論





は
沸
騰
し
、
四
月
十
四
日
上
院
で
圧
倒
的
多
数
を
も
っ
て

否
決
さ
れ
た
。
そ
の
日
の
上
院
外
交
委
員
長
チ
ャ
ー
ル
ス
・
サ
ム
ナ
ー
の
演
説
は
、
賠
償
さ
る
べ
き
米
国
の
被

害
を
つ
ぎ
の
ご
と
き
数
字
を
も
っ
て
示
し
て
い
た
。

　
米
国
の
商
船
に
対
す
る
直
接
の
損
害
　
一
、
五
〇
〇
万
ド
ル

　
米
国
貿
易
の
う
け
た
打
撃
に
よ
る
損
害
　
一
一
、
〇
〇
〇
万
ド
ル

　
戦
争
を
二
年
間
延
長
さ
せ
た
た
め
の
失
費
　
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
万
ド
ル

　
サ
ム
ナ
ー
は
上
記
被
害
総
額
の
賠
償
方
法
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
言
及
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
巨

大
な
被
害
の
代
償
と
し
て
カ
ナ
ダ
の
割
譲
を
も
と
め
る
と
い
う
考
え
方
は
、
民
心
に
浸
透
し
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
サ
ム
ナ
ー
演
説
は
お
そ
ろ
し
く
英
国
人
を
憤
激
さ
せ
、
『
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ペ
ク
テ
ー
タ
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ー
』
は
「
サ
ム
ナ
ー
氏
の
演
説
の
ご
と
き
も
の
は
わ
れ
わ
れ
に
戦
争
を
挑
む
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」
と
書
き
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
在
英
特
派
員
も
、
「
英
国
は
こ
の
よ
う
な
前
提
に
た
っ
て
討
議
す
る
く
ら
い

な
ら
、
む
し
ろ
戦
争
を
え
ら
ぶ
で
あ
ろ
う
」
と
報
道
し
た
。
英
国
人
の
こ
の
憤
激
は
、
サ
ム
ナ
ー
の
代
弁
者
た

る
新
任
駐
英
公
使
モ
ッ
ト
レ
イ
が
、
国
務
長
官
フ
イ
シ
ュ
の
訓
令
を
無
視
し
て
英
政
府
に
間
接
賠
償
（
カ
ナ
ダ

割
譲
）
の
要
求
を
提
議
す
る
に
及
ん
で
絶
頂
に
た
っ
し
た
。

　
一
八
六
九
年
一
月
　
四
月
、
太
陰
暦
で
は
明
治
元
年
十
一
月
　
明
治
二
年
二
月
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
、

「
ア
ラ
バ
マ
号
問
題
」
を
め
ぐ
る
米
英
危
機
の
第
一
波
の
時
期
に
ぞ
く
し
て
い
た
。
こ
の
緊
張
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
波
を
経
な
が
ら
一
八
七
二
年
九
月
ま
で
つ
づ
く
の
で
あ
る
。

　
駐
日
ア
メ
リ
カ
公
使
デ
・
ロ
ン
グ
の
指
揮
で
ポ
ー
ト
メ
ン
利
権
（
江
戸
横
浜
鉄
道
）
問
題
が
先
手
先
手
と
切

出
さ
れ
た
の
は
、
さ
き
に
も
書
い
た
よ
う
に
明
治
二
年
正
月
（
一
八
六
九
年
二
、
三
月
）
い
ら
い
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
利
権
を
ア
メ
リ
カ
領
事
館
員
ボ
ル
ト
メ
ン
個
人
の
資
格
で
と
っ
た
の
が
慶
応
三
年
十
二

月
二
十
三
日
と
い
え
ば
、
十
二
月
九
日
の
討
幕
派
ク
ー
デ
タ
ー
（
徳
川
家
の
領
地
を
天
皇
に
納
め
る
こ
と
を
命

じ
た
小
御
所
会
議
）
か
ら
半
月
の
ち
、
薩
摩
屋
敷
を
焼
打
し
て
内
戦
の
決
意
を
示
す
二
日
ま
え
の
こ
と
だ
か
ら
、

い
ず
れ
相
当
な
金
額
で
と
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
が
、
米
公
使
デ
・
ロ
ン
グ
の
肚



と
し
て
は
、
薩
長
を
バ
ッ
ク

す
る
英
公
使
パ
ー
ク
ス
の
鼻
を
あ
か
す
つ
も
り
だ
っ
た
に
は
違
い
な
い
。

　
さ
て
二
月
十
日
（
明
治
二
年
）
に
日
本
政
府
は
米
公
使
デ
・
ロ
ン
グ
に
た
い
し
て
、
新
政
府
は
鉄
道
を
日
本

人
民
に
経
営
さ
せ
る
方
針
だ
か
ら
ボ
ル
ト
メ
ン
利
権
は
認
め
な
い
と
い
っ
て
断
る
が
、
こ
の
口
実
は
英
公
使
パ
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ー
ク
ス
の
入
知
恵









に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
デ
・
ロ
ン
グ
は
む
ろ
ん
ひ
き
さ
が
ら
な
い
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
両

国
公
使
の
さ
や
あ
て
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
が
、
終
始
一
貫
パ
ー
ク
ス
の
勝
利
で
、
日
本
国
有
鉄
道
建
設
を
う
た

っ
た
ロ
ン
ド
ン
公
債
の
秘
密
契
約
が
調
印
さ
れ
た
の
が
明
治
二
年
十
一
月
十
二
日
、
ボ
ル
ト
メ
ン
利
権
を
強
引

に
否
定
す
る
回
答
を
デ
・
ロ
ン
グ
が
う
け
と
っ
た
の
が
明
治
三
年
一
月
六
日
、
こ
れ
に
た
い
し
て
本
国
政
府
に

照
会
し
た
う
え
で
厳
重
な
警
告
を
日
本
政
府
に
通
告
す
る
の
が
四
月
十
二
日
、
以
上
明
治
二
年
十
一
月
か
ら
三

年
四
月
に
い
た
る
日
本
鉄
道
を
め
ぐ
る
英
国
の
勝
利
の
時
期
は
太
陽
暦
一
八
六
九
年
十
二
月
下
旬
か
ら
七
〇
年

五
月
上
旬
に
い
た
る
期
間
で
あ
る
。

　
そ
の
期
間
、
「
ア
ラ
バ
マ
問
題
」
の
米
英
緊
張
は
す
こ
し
も
よ
く
な
っ
て
い
な
い
。
国
務
長
官
フ
イ
シ
ュ
は

そ
の
間
一
八
六
九
年
六
月
と
、
十
二
月
と
一
八
七
〇
年
一
月
の
三
度
に
わ
た
っ
て
、
ア
ラ
バ
マ
号
問
題
解
決
の

た
め
英
国
に
カ
ナ
ダ
割
譲
の
意
志
が
あ
る
か
ど
う
か
、
き
わ
め
て
外
交
的
な
仕
方
で
は
あ
る
が
打
診
を
く
り
か

え
し
て
い
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
の
英
国
要
人
は
「
も
し
カ
ナ
ダ
が
自
ら
合
衆
国
に
併
合
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

な
ら
ば
、
英
国
は
特
に
妨
げ
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
れ
が
奪
い
と
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
一
戦
を
も
辞
さ
な

い
で
あ
ろ
う
」
と
言
明
し
て
い
る
。

　
東
京
外
交
界
に
お
け
る
英
公
使
パ
ー
ク
ス
の
敗
退
は
、
き
わ
め
て
妙
な
こ
と
か
ら
、
へ
き
れ
き
の
ご
と
く
降

っ
て
湧

い
た
。
い
わ
ゆ
る
ロ
ン
ド
ン
公
債
　
　
正
式
に
は
「
日
本
帝
国
政
府
英
貨
百
万
ポ
ン
ド
海
関
税
公
債
」

　
　
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
発
表
さ
れ
た
の
は
一
八
七
〇
年
四
月
二
十
三
日
（
明
治
三
年
三
月
二
十
三
日
）
の
新
聞

紙
上
で
あ
っ
た
。
こ
の
公
債
の
た
め
の
日
本
帝
国
政
府
代
理
人
は
、
英
国
最
高
バ
ス
勲
位
ホ
レ
ー
シ
ォ
・
ネ
ル
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ソ
ン
・
レ
ー
と
い
う
、
清
国
総
税
務
司
を
つ
と
め
あ
げ
た
紳
士
で
、
駐
日
公
使
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
の
親
友
で

あ
っ
た
。
こ
の
親
友
が
、
日
本
政
府
と
の
契
約
書
で
は
年
一
割
二
分
の
利
子
を
と
る
。
し
か
る
に
、
発
表
さ
れ

た
ロ
ン
ド
ン
公
債
は
年
九
分
の
利
子
で
し
か
な
い
　
　
つ
ま
り
、
日
本
政
府
に
無
断
で
三
分
の
利
子
さ
や
を
稼

ぐ
こ
ん
た
ん
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
日
は
じ
め
て
明
瞭
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
か
っ
き
り
何
月
何
日
に
ヨ
コ
ハ
マ
に
と
ど
い
た
か
、
そ
の
せ
ん
さ
く
は
で
き
な
い
が
、
五

月
二
十
三
日
と
二
十
五
日
の
日
付
を
も
つ
伊
藤
民
部
兼
大
蔵
少
輔






か
ら
大
隈
民
部
兼
大
蔵
大
輔
に
あ
て
た
書
簡

（
『
伊
藤
博
文
伝
』
上
巻
所
収
）
で
、
こ
の
二
人
が
い
か
に
こ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
仰
天
し
た
か
、
あ
き
ら
か

に
な
る
。
大
隈
、
伊
藤
こ
そ
は
鉄
道
問
題
の
全
責
任
者
で
あ
っ
た
。
後
世
の
政
治
家
の
ご
と
く
外
国
の
コ
ン
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
た
だ
ち
に
レ
ー
と
の
契
約
を
解
除
す
る
た
め
の
対
策
を
た
て
、
六

月
一
日
に
い
た
っ
て
廟
議






は
そ
れ
に
決
す
る
が
、
政
府
内
部
で
の
彼
ら
両
人
の
立
場
が
、
そ
の
た
め
お
そ
ろ
し

く
不
利
に
な
る
。

　
こ
こ
ま
で
書
か
な
い
と
「
黒
田
清
隆
の
方
針
」
が
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
ロ
ン
ド
ン
公
債
の
た
め
の
契
約
書
が
、
前
年
十
一
月
十
二
日
レ
ー
と
の
あ
い
だ
で
調
印
さ
れ
た
の

ち
、
政
府
部
内
で
お
そ
ろ
し
い
反
対
が
お
き
た
。
反
対
の
火
の
手
は
こ
の
年
十
二
月
、
弾
正
台









と
い
う
お
そ

る
べ
き
役
所
か
ら
お
こ
り
、
翌
三
年
二
月
に
な
る
と
、
兵
部
大
丞











黒
田
清
隆
の
名
に
お
い
て
、
反
対
の
建
白

書
が
提
出
さ
れ
た
。
検
察
庁
と
軍
部
か
ら
の
こ
の
攻
撃
は
大
隈
、
伊
藤
に
不
正
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
鉄

道
の
ご
と
き
不
急
の
も
の
を
棄
て
て
軍
備
を
さ
き
に
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
っ
た
が
、
弾
正
台
も
兵
部
省
も
（
山
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県
有
朋








は
外
遊
中
）
薩
派
の
手
中
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
あ
ら
そ
い
を
も
っ
て
単
純
に
政
府
内
部
の
薩
長

抗
争
と
か
た
づ
け
去
っ
て
は
あ
や
ま
ち
で
あ
ろ
う
（
そ
れ
に
つ
い
て
は
い
ま
詳
述
の
余
地
が
な
い
）
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
米
公
使
デ
・
ロ
ン
グ
の
手
が
、
薩
州
系
に
の
び
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
た
し
か
で
あ
る
。

　
ま
え
に
記
し
た
明
治
二
年
二
月
七
日
付
の
神
戸
米
領
事
ロ
ビ
ネ
ッ
ト
の
鉄
道
願
書
は
、
大
阪
府
知
事
五
代
友



厚


に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
五
代
と
黒
田
の
間
柄
は
こ
こ
に
書
く
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
す
る
と
、
翌
明
治
三
年
三

月
一
日
付
で
、
北
海
道
開
拓
長
官
に
あ
て
て
米
仏
両
国
人
連
名
の
、
こ
ん
な
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
「
…
…
蝦

夷

地
は
ロ
シ
ア
に
ち
か
く
国
防
上
肝
要
の
場
所
た
る
ば
か
り
で
な
く
、
鉱
山
物
産
の
見
込





ゆ
た
か

　
な
土
地
で
あ
る
か
ら
、
地
質
測
量
や
沿
岸
測
量
の
仕
事
を
、
拙
者
ど
も
　
　
在
東
京
メ
リ
ケ
ン
合
衆
国
海
軍

　
士
官
測
量
方
ワ
ル
ト
ン
・
ギ
リ
ン
ネ
ル
、
同
鉱
山
技
師
リ
ウ
ル
モ
ウ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
国
大
砲
方
士
官
陸
軍
建

　
築
方
ア
ン
ト
ア
ン
　
　
の
見
込
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
拙
者
ど
も
の
才
能
の
儀
に
つ
い
て
は
、
米
仏
両

　
国
公
使
に
御
問
合
せ
下
さ
れ
た
い
」
（
『
外
務
省
日
誌
』
）
。

　
三
月
末
か
ら
四
月
に
か
け
て
弾
正
台
の
人
事
更
迭






が
行
わ
れ
、
五
月
九
日
付
で
兵
部
大
丞
黒
田
清
隆
が
北
海

道
開
拓
使
次
官
に
転
任
す
る
の
は
、
大
久
保
利
通
の
善
後
処
置
で
あ
っ
た
が
、
「
民
蔵
分
離
問
題
」
と
い
う
名

で
知
ら
れ
て
い
る
当
年
の
大
問
題
は
、
今
日
ま
で
何
人
か
ら
も
解
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
問
題
は
け
っ
き
ょ
く

の
と
こ
ろ
、
内
政
の
う
え
で
は
大
久
保
支
配
権
の
確
立
、
外
交
の
う
え
で
は
向
英
一
辺
倒
か
ら
向
米
一
辺
倒
へ

の
急
転
回
、
と
関
連
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
く
わ
し
く
は
他
の
場
所
で
扱
い
た
い
。

　
黒
田
新
開
拓
使
次
官
が
樺
太
に
出
発
す
る
の
は
、
ま
え
に
記
し
た
よ
う
に
明
治
三
年
七
月
二
十
七
日
の
こ
と
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で
あ
る
。
そ
の
と
き
彼
の
方
針
に
、
ロ
シ
ア
に
た
い
す
る
融
和
政
策
と
ア
メ
リ
カ
に
拠
る
北
海
道
開
発
と
い
う

構
想
が
も
た
れ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
だ
ろ
う
と
私
は
推
定
す
る
。

「
ア
ラ
バ
マ
号
問
題
」
は
、
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
十
二
月
五
日
の
グ
ラ
ン
ト
大
統
領
の
例
年
教
書
で
、
が

ぜ
ん
再
度
の
英
米
緊
張
を
も
た
ら
す
。
こ
の
「
脅
迫
的
教
書
」
は
、
「
こ
と
の
な
り
ゆ
き
で
は
、
ア
メ
リ
カ
大

陸
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
と
の
紐

帯







が
、
断
ち
切
ら
れ
る
の
は
遠
く
な
い
」
と
言
明
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

空
気
の
ア
メ
リ
カ
へ
、
伊
藤
が
ま
ず
わ
た
り
、
西
園
寺
が
わ
た
り
、
黒
田
開
拓
使
次
官
が
わ
た
っ
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。

　
明
治
四
年
十
一
月
十
二
日
、
こ
ん
ど
は
日
本
政
府
そ
の
も
の
が
、
わ
た
っ
て
ゆ
く
。
大
使
岩
倉






右
大
臣
、
副

使
木

戸

参
議
、
大
久
保
内
務
卿
、
伊
藤
工
部
大
輔
以
下
七
十
名
。
開
拓
使
女
子
留
学
生
た
ち
も
ま
じ
っ
て
い
る
。

駐
日
公
使
デ
・
ロ
ン
グ
夫
妻
が
、
晴
れ
の
嚮

導







役
と
な
っ
て
、
同
船
し
て
い
る
。

　
十
二
月
六
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
安
着
。
大
々
的
歓
迎
の
の
ち
横
断
鉄
道
の
客
と
な
る
が
、
大
雪
の
た
め

サ
ル
ト
レ
ー
キ
に
途
中
下
車
し
て
十
余
日
滞
在
す
る
。

　
そ
の
サ
ル
ト
レ
ー
キ
か
ら
、
伊
藤
が
東
京
留
守
政
府
の
井
上
大
蔵
大
輔
、
山
県
兵
部
大
輔
の
両
名
あ
て
に
発

送
し
た
手
紙
は
、
日
本
暦
で
明
治
五
年
正
月
十
日
頃
に
あ
た
る
が
、
お
り
し
も
　
　
一
八
七
一
年
十
二
月
十
五

日
か
ら
ス
イ
ス
で
開
か
れ
て
い
る
ア
ラ
バ
マ
号
問
題
仲
裁
裁
判
が
大
暗
礁
に
の
り
あ
げ
て
、
こ
の
問
題
に
か
ん

す
る
最
大
の
英
米
危
機
が
到
来
し
て
い
た
。

　
そ
の
伊
藤
の
書
簡
（
『
伝
記
』
上
巻
六
三
二
頁
以
下
）
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
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「
太
平
鉄
路
積
雪
の
為
に
、
既
に
十
有
余
日
山
中
な
る
塩
湖
と
云
へ
る
市
府
に
淹

留







、
空
し
く
曠
日






未


だ

　
華
盛
頓







府
に
達
す
る
能



は
ず
…
…
現
今
英
米
両
国
の
間
に
起
り
た
る
〝
ア
ラ
バ
マ
〞
一
条
頗





る
困
難
の
事
情

　
に
至
り
、
或
は
争
端
を
起
す
も
不
可
測
と
の
新
聞
を
屡
々






検
せ
り
。
欧
州
よ
り
の
新
聞
に
て
明
瞭
な
る
べ
し
。

　　
　
朝
鮮
一
条
（
一
八
七
一
年
米
国
艦
隊
の
江
華





島
事
件
）
の
関
係
を
竊





に
探
索
す
る
に
、
此
国
（
ア
メ
リ
カ
）

　
の
政
府
敢



て
再
び
之



を
討
伐
す
る
の
論
な
し
。
…
…
唐
太






島
の
事
に
付



魯
国
と
の
関
係
を
速




に

処
分
し
、
両

　
国
の
境
界
を
判
然
各
国
に
知
ら
し
む
る
事
、
実
に
今
日
の
急
務
と
臆
想
せ
り
。
…
…
此



際
若

し
英
米
両
国
争

　
端
を
開
く
の
形
勢
に
至
れ
ば
、
魯
国
固



よ
り
傍
観
坐
視
す
る
の
理
な
か
る
べ
し
。
現
今
世
界
中
海
軍
の
勢
威

　
を
輝
か
す
英
米
両
国
互
に
兵
端
を
開
け
ば
、
必
ず
南
仏
陸
地
に
於
て
勝
負
を
決
し
た
る
覆
轍






（
普
仏
戦
争
一

　
八
七
〇
年
七
月
宣
戦
　
　
九
月
セ
ダ
ン
大
敗
）
に
出
で
ざ
る
事
知
る
べ
し
。
若

し
此



争
闘
両
三
年
の
久
を
経

　
る
時
は
、
東
洋
の
諸
国
之
が
為
に
利
害
を
蒙





ら
ざ
る
を
得
ず
。
…
…

　
　
米
人
の
説
に
、
今
若
し
英
米
戦
争
を
開
か
ば
、
魯
兵
直
ち
に
イ
ン
ド
を
掠
奪
す
る
こ
と
疑
な
し
と
。
魯
威

　
イ
ン
ド
に
揮



ふ
時
は
、
東
洋
の
諸
国
自
か
ら
漸
々
そ
の
害
を
蒙
ら
ざ
る
を
得
ず
。
此
時
に
至
ら
ば
米
国
は
直

　
に
〝
カ
ナ
ダ
〞
を
奪
ひ
、
海
軍
を
以
て
英
の
〝
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
〞
を
衝



て
之
を
取
る
べ
し
。
是



此
島
の
住
民

　
等
英
政
府
を
厭



ひ
、
そ
の
政
府
に
服
従
せ
ざ
る
を
以
て
な
り
。

　
　
然



れ
ど
も
就

中







英
は
海
軍
の
全
備
せ
る
を
以
て
、
直
に
米
国
の
大
西
洋
に
対
し
た
る
海
岸
の
諸
港
を
襲

　
は
る
る
事
疑
な
し
と
云
へ
り
。
此
両
国
の
訴
訟
未
だ
決
定
に
至
ら
ざ
る
を
以
て
、
竟



に
争
端
を
起
す
に
至
る

　
乎

、
平
和
に
事
を
鎮
す
る
乎
、
両
国
の
人
民
と
雖





も
之
を
卜



と
す
る
事
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
是



等
の
事
理
を
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推
し
我
国
の
事
情
に
基
き
熟
考
す
る
時
は
、
実
に
背
汗
を
濡
ら
さ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
、
諸
君
幸
に
同
志
と

　
謀
り
、
深
思
熟
慮
能

く
そ
の
良
策
を
得
て
、
以
て
時
機
を
誤
る
な
か
れ
。
頓
首
百
拝
。
」

　
こ
の
手
紙
に
気
が
つ
い
た
時
か
ら
、
わ
た
し
は
一
つ
の
発
想
を
得
て
、
維
新
外
交
史
で
こ
れ
ま
で
見
落
し
て

い
た
方
面
を
、
し
ら
べ
な
お
す
こ
と
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
途
上
の
文
章
に
、
去
年
『
キ
ン
グ
』
九

月
号
に
の
せ
た
「
日
本
の
鉄
道
は
な
ぜ
狭
軌
に
な
っ
た
か
」
が
あ
る
。
大
衆
雑
誌
だ
か
ら
む
ず
か
し
い
こ
と
は

は
ぶ
い
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
公
債
と
贋
貨
処
分
問
題
の
内
面
的
関
連
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
井
上
清
氏
『
日
本

の
軍
国
主
義
』
第
二
巻
に
贋
貨
問
題
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
法
政
大
学

社
会
学
部
学
会
機
関
誌
『
社
会
労
働
研
究
』
創
刊
号
に
の
せ
た
随
筆
「
明
治
の
五
十
銭
銀
貨
」
が
あ
る
。
贋
貨

処
分
問
題
と
か
ら
む
伊
藤
の
幣
制
改
革
案
が
、
ア
メ
リ
カ
幣
制
と
リ
ン
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
を

書
い
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
は
あ
ま
り
に
大
衆
的
に
す
ぎ
、
他
方
は
閉
鎖
的
に
す
ぎ
て
、
と
も
に
『
歴
史
家
』

の
読
者
か
ら
無
縁
な
こ
と
を
お
そ
れ
る
が
、
去
冬
「
ケ
プ
ロ
ン
と
ク
ラ
ー
ク
」
に
つ
い
て
書
き
出
し
た
原
稿
を

や
め
て
こ
ん
な
も
の
を
書
き
あ
げ
た
の
は
、
東
京
大
学
大
学
院
学
生
宇
野
重
昭
君
に
か
ね
て
依
頼
し
て
お
い
た

「
ア
ラ
バ
マ
号
問
題
」
に
か
ん
す
る
リ
ポ
ー
ト
が
、
非
常
に
す
ぐ
れ
た
か
た
ち
で
数
日
ま
え
に
と
ど
い
た
た
め

で
あ
る
。
本
文
中
「
ア
ラ
バ
マ
号
問
題
」
に
か
ん
す
る
記
述
は
す
べ
て
宇
野
君
の
リ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
た
こ
と
を

記
し
て
、
同
君
の
御
協
力
に
た
い
す
る
私
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
な
ぜ
一
八
七
二
年
六
月
に
い
た
っ
て
英
米
両
国
民
と
も
開
戦
の
熱
狂
か
ら
さ
め
た
か
？
　
そ
の
と
き
ま
で
日

本
大
使
一
行
は
な
お
ワ
シ
ン
ト
ン
に
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
し
て
日
米
単
独
条
約
改
正
の
拳
を
思
い
と
ま
っ
て
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イ
ギ
リ
ス
に
む
け
て
発
つ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
へ
ん
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
だ
ん
だ
ん
あ
き
ら
か
に
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

　
以
上
私
と
し
て
は
、
伝
記
の
な
い
黒
田
清
隆
や
、
ま
だ
研
究
が
総
じ
て
十
分
で
な
い
ケ
プ
ロ
ン
た
ち
に
、
ふ

か
い
関
心
を
も
た
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
北
海
道
の
近
代
史
家
諸
兄
の
御
協
力
を
得
た
い
と
ね
が
っ
て
い
る

こ
と
が
ら
を
主
題
に
と
っ
て
、
『
歴
史
家
』
創
刊
号
い
ら
い
御
約
束
し
て
は
た
せ
な
か
っ
た
寄
稿
の
責
め
を
、

こ
こ
に
ふ
さ
ぐ
こ
と
と
す
る
。
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